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２．中心市街地の位置及び区域

［１］位置

位置設定の考え方

上田の市街地は、天正 11 年（1583 年）に真田昌幸が築城した上田城の城下町と

して、また、北国街道の宿場町として形成されてきた。現在でも数多く残されている文

化財や歴史的建造物などが当時の面影を残し、現在の中心市街地の骨格となっている。

大正時代以降も、養蚕業を中心に発展した上田地方の中心都市として、また、30 万

人以上の商圏人口を抱えた東信州の中核都市として発展してきた地域である。

近年の車中心の社会に進展による郊外居住化、生活圏域の広域化などにより、市街地

の中心性、求心力は､以前に比べ小さくなってきてはいるものの、官公庁、文化施設、

歴史的資源などが狭い範囲に集積し、徒歩圏域の賑わい形成が可能な市街地である。

今後の高齢社会の進展などを踏まえ、車に頼らず生活できる市街地の形成を目指し、

上田駅を中心とする地域を中心市街地とする。

（位置図）

中心市街地
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［２］区域

区域設定の考え方

(1) 中心市街地の境界となる部分

中心市街地活性化法第２条各号の要件を満たし、多様な都市機能の集約により上田

市全域に波及効果を及ぼす活性化を実現していく中心市街地の区域を、以下の考え方

に基づいて設定する。

(2) 中心市街地の境界となる部分

・北の境界は、旧北国街道（中央５丁目、中央４丁目の一部）

・南及び東の境界は、千曲川、信州大学繊維学部、上田合同庁舎、中央公民館

・西の境界は、常磐城１丁目、天神３丁目一部、

・町丁字界としては、中央１～６丁目、二の丸、大手１～２丁目、天神１～４丁目、

常田１～２丁目

(3) 区域の面積

・約 193ha

（区域図）

○既存の都市機能等をもとに、様々な要素を構成できる区域

○車を使わずに生活しやすい徒歩圏域を形成できる半径およそ 1km 圏域の区域

○中心市街地内外の連携を強化するに必要な区域（幹線道路を境界とする）
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［３］中心市街地要件に適合していることの説明

要 件 説 明

第 1 号要件

当該市街地に、相

当数の小売商業者

が集積し、及び都市

機能が相当程度集

積しており、その存

在している市町村

の中心としての役

割を果たしている

市街地であること

中心市街地は、上田市の可住地面積約 16,545ha の約 2.3％に

対し、以下の集積があり、いずれも上田市内で最も高い集積度合い

となっている。

○各種事業所が集積し、金融・保険業が特に集積

・市内総事業所の約 14％が集積し、市内総従業員の約 11％が働

いている（平成 24 年経済センサス）。

・金融・保険業については、市内事業所の約 25％が集積し、市

内関連従業員の約 34％が働いている経済の中心地である（平

成 24 年経済センサス）。

表１ 各種事業所の状況

中心市街地

（Ａ）
上田市（Ｂ）

対市割合

（Ａ/Ｂ）

事業所数（全） 1,116 事業所 7,699 事業所 14.5％

従業者数（全） 7,907 人 69,900 人 11.3％

事業所数（金融・保

険業）
33 事業所 133 事業所 24.8％

従業者数（金融・保

険業）
540 人 1,606 人 33.6％

（注）大分類「公務」及び事業内容不詳の事業所を除く。

資料：平成 24 年経済センサス

○小売業が集積

・小売業については、市内事業所（店舗）の約 10％が集積して

いる商業の中心地である（平成 24 年経済センサス）。

・小売業の年間販売額については、中心市街地の商店街のみで、

市内の約 3.5％を占めている（平成 24 年経済センサス）。

表３ 小売商業の状況

中心市街地商店街（Ａ） 上田市（Ｂ）
対市割合

（Ａ/Ｂ）

店舗数 138 店 1,378 店 10.0％

従業者数 493 人 9,577 人 5.1％

年間販売額 51 億円 1,450 億円 3.5％

（注）大規模商業施設を除く。

資料：平成 24 年経済センサス

○行政、文化施設などの公共公益施設が立地

・市役所、交流文化芸術センター・上田市立美術館（サントミュー

ゼ）などの主要な都市施設が立地している。
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表４ 中心市街地に立地する公共・公益施設
分類 施設名

公
共
施
設

国の施設 上田労働総合庁舎

県の施設 上田警察署、上田駅前交番、染谷交番

市の施設 市役所（本庁舎・上下水道局）、上田中央消防署、上田城跡
公園、市立博物館、池波正太郎真田太平記館、ふれあい福
祉センター、市営球場、上田市教育委員会庁舎、上田情報
ライブラリー、交流文化芸術センター・上田市立美術館
（サントミューゼ）、総合保健センター

医療・福祉施設 病院：上田病院、柳澤病院、安藤病院
介護保険施設等：上田市社会福祉協議会（介護相談センタ

ー、介護サービスセンター）、中央地域包括支援センター、
上田病院、柳澤病院、うえだ敬老園、うえだ南敬老園、
薬局、上田市中央デイサービスセンター、宅老所もくれ
ん、南天神の家、上田大手門（大志会）

保育園等：甘露保育園、聖ミカエル保育園、常田保育園、
東部保育園、きっずうえだみなみ

公
益
施
設

教育関係施設 幼稚園：梅花幼稚園、たちばな幼稚園、聖マリア幼稚園
小学校（こども館併設）：清明小学校
中学校：第二中学校
高等学校：県立上田高等学校（全日、定時）
各種学校・専門学校：上田看護専門学校、上田医療衛生専

門学校、上田情報ビジネス専門学校、綿良学園上田総合
文化専門学校、長野外語カレッジ､信学会上田予備学校、
ＭＡＮＡＢＩ外語学院

その他の公益的施設 銀行、郵便局、ＮＴＴ、上田商工会議所、宿泊者数の大き
なビジネスホテル・旅館、上田ガス

資料：商工課調べ

図：中心市街地に立地する公共・公益施設
資料：商工課調べ

以上のとおり中心市街地は、上田市の可住地面積の 3％に満たな

い範囲に相当数の小売商業、各種事業所、公共公益施設等が密度高

く集積しており、様々な都市活動が展開されている。

また、三つの鉄道（北陸新幹線、しなの鉄道、上田電鉄別所線）

と、バスの乗換ポイントである上田駅があることから、地域の商圏、

通勤及び通学圏の中心都市である上田市の中でも、さらに中心的な

役割を果たしている地域である。
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第 2 号要件

当該市街地の土

地利用及び商業活

動の状況等からみ

て、機能的な都市活

動の確保又は経済

活力の維持に支障

を生じ、又は生ずる

おそれがあると認

められる市街地で

あること

人口、商業機能や業務機能の空洞化から、機能的な都市活動の確

保又は経済活力の維持に支障を生じており、上田市全体の経済活力

の停滞につながるおそれがある。

○低未利用地の土地が増加

・低未利用地の土地活用が図られた場所（※）もあるものの、駐車

場としての利用の増加がみられ、平成 18 年には平成 11 年に

比べ約 9,000 ㎡の駐車場が増えており（約 4％増加）、それら

の駐車場は中心市街地全体に虫食い状に拡散している。

※）完了した主な低未利用地

①旧一冨士跡地（大手門） ⇒民間商業施設

②ＪＴ上田工場跡地⇒交流･文化施設、商業施設、大規模分譲住宅地

③旧第一中学校跡地⇒総合保健センター、商業施設

※）今後活用が予定される低未利用地

①旧写真美術館用地⇒観光交流センター（まちの駅）（駐車場）

図：低未利用地の状況 資料：住宅地図

○中心市街地の事業所集積が低下

・ 中心市街地の事業所数が、平成３年から平成２４年の２０年間で

約３９％減少したのに対し、市全体の事業所数は約２１％の減少

に留まっている。また従業者数は、中心市街地では約４１％減少

したのに対し、市全体では約１6％の減少に留まっている。この

ことから、事業所数、従業者数において中心市街地の占める割合

はいずれも落ち込んでいる。
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表５ 事業所数、従業者数の状況

中心市街地（Ａ） 新上田市（Ｂ）
対市割合

（Ａ/Ｂ）

平成３年
事業所数 1,825 事業所 9,749 事業所 18.7％

従業者数 13,432 人 83,210 人 16.1％

平成24年
事業所数 1,116 事業所 7,699 事業所 14.5％

従業者数 7,907 人 69,900 人 11.3％

○中心市街地の小売商業集積が低下

・中心市街地に位置する商店街の小売年間商品販売額は、平成 24

年には平成 6 年のおよそ 1４％の額となっている。上田市全体の

小売年間商品販売額も減少しているが中心市街地の落ち込みが大

きく、販売額における中心市街地のシェアは約 17％から約 3.5％

に落ち込んでいる。

表６ 小売商業の店舗数、従業者数、年間販売額

中心市街地商店街

（Ａ）

上田市（Ｂ） 対市割合

（Ａ/Ｂ）

平成 6 年

店舗数 248 店 1,955 店 12.7％

従業者数 1,506 人 10,783 人 14.0％

販売額 355 億円 2,117 億円 16.8％

平成 24 年

店舗数 138 店 1,378 店 10.0％

従業者数 493 人 9,577 人 5.1％

販売額 51 億円 1,490 億円 3.5％

資料：商業統計

○中心商店街の歩行者通行量は減少し、人の集積が低下

・休日（毎年 3 月調査）の中心商店街歩行者通行量は、平成 11

年から平成 20 年の間で約 4７％減少しており、さらに、平成

26 年までの間で 33％減少し、歯止めがかからず、中心市街地

の重要な機能である中心商店街に集まる人が減っている。

昭和55 昭和59 昭和60 昭和61 昭和62 昭和63 平成元 平成2 平成3 平成4 平成5 平成6 平成7 平成8 平成9 平成10 平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 平成20 平成21 平成22 平成23 平成24 平成25 平成26

全期間調査地点計 82,414 68,292 62,315 66,206 57,028 56,428 53,671 42,736 43,132 41,796 38,072 33,049 32,753 33,216 31,997 31,369 26,799 22,993 19,187 17,848 19,701 23,997 18,810 15,892 13,707 14,013 13,214 12,354 11,550 10,798 10,096 9,439
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図18：歩行者通行量の推移 資料：歩行者通行量調査（３月 休日）
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第 3 号要件

当該市街地にお

ける都市機能の増

進及び経済活力の

向上と総合的かつ

一体的に推進する

ことが、当該市街地

の存在する市町村

及びその周辺の地

域の発展にとって

有効かつ適切であ

ると認められるこ

と

中心市街地の活性化は、上田市及び東信州の発展にとって有効か

つ適切であると認められる。

○上田市において経済的、社会的に中心的な役割を担う地域

・上田市は東信州の中核的な都市として、商業の中心、就業の中心

となる重要な役割を担っている。その上田市において中心市街地

は、商業、事業所の高い集積がある地域であり、中心市街地の活

性化は、上田市及び東信州の発展に有効かつ適切である。

○上田市は東信州の商圏、通勤・通学圏の中心都市

・上田市は、４市町村（上田

市、東御市、長和町、坂城町、

青木村）によって形成される

一次商圏の中心都市であり、

商圏人口は市の人口の約 1.5

倍の約 2５万人である。

・上田市は、東信州の中心的な市であり、通勤・通学の流入人口

15,428 人に対し、流出人口は 11,739 人と、流入人口が超過

している（平成 22 年国勢調査）。

図 上田市を中心とした通勤・通学の状況
資料：平成 22 年国勢調査

流出人口 流入人口計 11,739 人 計 15,428 人

長野市
2,358人

千曲市
772人

坂城町
1,617人

青木村
438人

東御市
3,932人

小諸市
1,035人

佐久市
1,040人

長和町
547人

長野市
1,943人

千曲市
1,950人

坂城町
1,753人

青木村
1,137人

東御市
4,721人

小諸市
1,495人

佐久市
1,301人

長和町
1,128人

上田市 上田市

図 上田市の商圏

資料：平成 24 年長野県商圏調査

一次商圏
（吸引率 30％以上）

二次商圏
（吸引率 10％以上 30％未

三次商圏
（吸引率 50％以上 10％未

長野市

更 埴

戸倉町

上 山 田
上田市 東部町

青木村

坂城町

和田村

長門町

小諸市

北御牧村

佐久市

立科町

望月町
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○協働によるまちづくりとしての中心市街地の活性化

・平成 18 年 3 月に上田市、丸子町、真田町、武石村が合併し、人

口 16 万 4 千人を擁する新上田市が誕生した。新たな総合計画に

おいて地域内分権を進めるため、地域協議会の充実、地域自治セ

ンター機能の見直しや施設の整備・建設を進め、また、行政の説

明責任を果たすとともに、新たな広報・広聴制度の確立など環境

の整備をしながら、市民協働のまちづくりを推進することとして

いる。

・中心市街地は、その中でも市役所本庁舎が立地し、地域経営の要

となる地域である。

○観光によって上田市全体の活力向上につなげられる地域

・中心市街地には、上田城跡、柳町通りの街並み、池波正太郎真田

太平記館など、歴史的な観光資源が立地している。

・上田城及び上田城跡公園は、上田駅からも近い上、「日本 100 名

城」、「日本の歴史公園百選」に選ばれ、上田市がリーディング産

業としている観光事業における大きな資源の一つである。郊外も

含めた観光の起点と位置付けて事業を展開していくことが必要で

ある。

・平成 27 年 3 月には北陸新幹線が金沢まで延伸し、また、平成

28 年にはＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」放送が予定されており、

上田駅及び真田関連施設を有する中心市街地から、上田地域の活

性化に繋げていくチャンスである。

○「上田地域30
サ ン

分
マル

交通圏」構想を展開する中心地

・上田市では、上田・東御・小県圏域のどこからでも各高速インタ

ーや新幹線上田駅へ 30 分以内で結ばれる交通圏域を形成し、市

民生活の利便性向上や経済活動の展開を図ることを進めている。

・中心市街地では駅環状道路、都心環状道路とともに、市街地の外

周部を走る市街地環状道路、都市環状道路によって、３社の鉄道

路線が結節する上田駅を中心とした「上田地域3 0
サンマル

分交通圏」を

形成することとしており、様々な都市活動の集積・交流が促進さ

れる中心市街地において活性化を図ることは、その効果は上田市

及び周辺地区の地域の発展に及ぶと考えられる。

・反対に、中心市街地から郊外の別所、真田、丸子、武石と広げて行

き、地域経済全体の活性化を図る役割がある。
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３．中心市街地の活性化の目標

［１］中心市街地活性化の目標

（１）中心市街地活性化の目標

本計画では、中心市街地活性化の基本方針(Ｐ４８)を踏まえて、以下の３つを中心市街地活性

化の数値指標として設定する。

（２）計画期間の考え方

本計画の計画期間は、平成 27 年 4 月から始まり、主要な事業が完了し事業実施の効果が現

れると期待される平成 32 年３月までの５年間とする。

（３）数値目標設定の考え方

本計画で設定した中心市街地活性化の目標の達成状況を的確に把握できるよう、定期的なフ

ォローアップに使用できる指標とすることを前提に、数値目標を設定し、目標の達成状況を管

理する。

（４）数値目標

基本方針 目標 目標指標
基準値

（H２6）

目標値

（H31）

居住満足度の高い安

全・安心な中心市街地

の形成を進める。

生 活 快

適都市

中心市街地の居住

人口（人）
7,171 7,210

市民、事業者等が連携

した活動により地域

活力の向上を図る。

域 内 交

流

中心市街地の歩行

者通行量（人/日）
21,530 24,900

地域経済の活性化
域 外 交

流

中心商店街の空き

店舗数（件）
30 27

目標１ 居住満足度の高い安全・安心な中心市街地の形成を進める。（生活快適都市）

「中心市街地の居住人口」

目標２ 市民、事業者等が連携した活動により地域活力の向上を図る。（域内交流）

「中心市街地の歩行者通行量」

目標３ 地域経済の活性化 （域外交流）

「中心商店街の空き店舗数」
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［２］数値目標指標の設定の考え方

目標１ 居住満足度の高い安全・安心な中心市街地の形成を進める。（生活快適都市）

「中心市街地の居住人口」

目標設定の理由

①中心市街地の活力を維持していくためには定住人口の維持は欠かせない。

②客観的な指標である。

③住民基本台帳によって定期的にフォローアップが可能な指標である。

目標数値設定の考え方

①優良建築物等整備事業（原町一番街地区）住宅供給に基づく予測

②優良建築物等整備事業（海野町商店街）住宅供給に基づく予測

中心市街地の人口は平成 26 年 10 月末現在で 7,171 人、世帯数は 3,306 世帯であ

り、上田市の人口の約 4.5％、世帯の約 5.0％の世帯数が集積している地域である。（P7）

中心市街地以外うち旧上田市区域は減少しているのに対し、中心市街地の人口は増

加に転じている。

しかし、今後、中心市街地の区域では、これまでのような大規模な住宅地の開発計

画がないことから、中心市街地の居住人口を概ね現状維持の 7,210 人を数値目標とす

る。

具体的な数値目標

(１)目標：居住人口（人）

(２)関連事業及び目標数値の根拠

【関連事業】

（直接的効果） ○28優良建築物等整備事業（原町一番街地区）
○34優良建築物等整備事業（海野町商店会地区）

（間接的効果） ①櫓下泉平線道路整備事業、

②上田橋中島線道路整備事業、

⑥新参町線無電柱化事業、

⑭子育て中の女性がいきいきと働くための環境整備事業、

○22赤ちゃんステーション設置推進事業、

○30上田駅前パトロール、

○52定期野菜市事業、○83運賃低減バス運行事業（実証運行）、

○84市街地新循環バス運行事業

平成 26 年

7,171 人

平成 31 年

7,210 人

（概ね現状を確保）

+201 人推定値（Ｈ31）

7,009 人
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【目標数値の根拠】

<現状からの推定> 

平成 13 年からの過去のトレンドから（TREND 関数ｙ＝－5.251x＋7109.4）

によると、何も対策を講じない場合の平成 31 年の居住人口を推計すると

H31 年 10 月の予想：Y=－5.251×19＋7109.4≒7009 人

（H13 から 19 番目の年）

① 優良建築物等整備事業（うえだ原町一番街商店会地区）

10 階建て（1 階店舗 2～10 階マンション）：36 部屋

36 部屋×平均 2.8 人家族≒100 人増加 100 人

② 優良建築物等整備事業（海野町商店街地区）

10 階建て（1 階店舗 2～10 階マンション）：36 部屋

36 部屋×平均 2.8 人家族≒100 人増加 100 人

① ②により、平成３１年度における居住人口の目標を 7,205 人とする。

（集合住宅建設に伴う増加） 販売戸数 平均世帯（仮定） 増加見込数

①優良建築物等整備事業

（うえだ原町一番街商店会地区）
36 2.8 100

②優良建築物等整備事業

（海野町商店街地区）
36 2.8 100

合 計 200 人

※ 空地の土地活用による住宅供給に基づく予測、建築動向に基づく予測は見通しが

つかないため実施しない。
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【フォローアップ】

「居住満足度の高い市街地の形成を進める。（生活快適都市）」に関する目標

：「中心市街地の居住人口」

毎年 10 月１日現在の居住人口を住民基本台帳から把握するとともに、事業の

進捗状況の確認並びに効果の測定及び検証を行い、必要に応じて事業を促進する

ための措置を講じる。

目標２ 市民、事業者等が連携した活動により地域活力の向上を図る。（域内交流）

「中心市街地の歩行者通行量」

目標設定の理由

①市域内の交流を活発にし、来街者の増加を図ることは中心市街地活性化には不可欠な要

素である。

②客観的な指標である。

③歩行者通行量については、平成 19 年度から定期的（毎年 10 月末（休日の場合は直前

の平日））に上田商工会議所で調査をしておりフォローアップしやすい指標である。

目標数値設定の考え方

○28優良建築物等整備事業（うえだ原町一番街商店会地区）による予測

⑨観光交流センター（まちの駅）設置運営事業による予測

○69心の花美術館事業による予測
○34優良建築物等整備事業（海野町商店街地区）による予測

調査地点の追加

新上田市中心市街地活性化基本計画は、前計画で整備された「交流文化芸術センター」

「上田市立美術館」を活用し歩行者通行量を増やすこと。

また、新計画では上田城跡公園及び周辺駐車場整備をすることで、賑わい創出を目指す。

これらのことから、

上田駅から交流文化施設の中間点に１箇所⑯

柳町に１箇所⑰

上田城跡公園周辺に４箇所⑱⑲⑳○21

の６箇所の調査地点を新たに設けることで事業効果を測定したい。

なお、数値目標については、前計画からの継続地点の数値に、新規調査地点（平成 26

年 10 月 27 日実施調査に追加）の数値 2,609 人/日を加算した数字を起点とする。

ただし、上記６地点については、過去のデータがないことが、５年後の予測値につい

ては、①その他の調査地点のトレンドを見るとマイナス、④史跡上田城跡整備事業、⑮

コミュニティ施設整備（柳町）の完了等により平日でも訪れる人が増えることでプラス、

と見込みプラスマイナスゼロで、５年後も同数と想定する。
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具体的な数値目標

(１)目標：平日（一日）歩行者通行量（人／日）

(２)関連事業及び目標数値の根拠

【関連事業】

（直接的効果）①優良建築物等整備事業（うえだ原町一番街商店会地区）

②優良建築物等整備事業（海野町商店街地区）

③共同住宅供給事業（松尾町商店街地区）

④史跡上田城跡整備事業

⑤観光交流センター（まちの駅）事業

⑪⑩上田城跡周辺駐車場整備

⑭子育て中の女性環境整備

⑮コミュニティ施設整備（柳町）

○23交流文化芸術センター事業

○24上田市立美術館事業

○31街なか健幸ウォーク事業

○53映画のまちロケ地ツアー事業

○75近代化産業遺産ツアー事業

○77街中等観光ガイド事業

○84市街地新循環バス事業

（間接的効果）③公共サイン整備事業、⑥新参町線無電柱化事業、④街なみ環境整

備事業 柳町紺屋町地区、⑧第二中学校改築事業、⑫上田城跡公園バ

リアフリー化事業、⑬サポートステーション運営事業、⑳海野町ふ

れあいサロン（高齢者のふれあいの場）、○22赤ちゃんステーション設

置推進事業、○25空店舗を活用した食のコミュ二ティスペース・人材

育成事業、○32商店街あったかフォト選と商店街マップ活用、○33信州

上田街なかサロン de 講座、まち歩き事業、○35まちなかレンタサイク

ル事業、○63映画のまち、ロケ地ツアー事業、○64信州上田灯りの祭典

事業、○65真田コンシェルジュ養成講座事業、○66歴史的地名を保存・

活用したまちづくり事業、○86上田映劇エネルギー効率向上事業、○81コ

ミュニティバス運行事業、○83運賃低減バス運行事業（実証運行）、○87

上田城跡前修景事業、○88ふれあい福祉センター耐震改修事業等、○89城

下町上田誘客促進事業等

平成 26 年

21,530 人/日

（18,921人/日

＋2,609人/日）

平成 31 年

24,900 人/日

推定値（Ｈ31）

17,977 人/日

＋6,923 人/日
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【目標数値の根拠】

<現状からの推定> 

過去のトレンド（趨勢）を踏まえた平成３1 年１０月の歩行者通行量

なお、平成 26 年度の数値（18,921 人）はＶ字カーブ回復しているように見

えるが、この数値は平成 24 年の数値（18,923 人）とほぼ同値であることから

平成 25 年度の数値に問題があったと推定。平成 25 年の調査当日の天候は終日

冷たい雨の日であったこと、また一部の商店街が定休日であったことから歩行者

が著しく少なかった。このことから平成 25 年は参考数値とし、平成 24 年と平

成 26 年の平均値（18,922 人）とするのが適当と考える。
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トレンド

（1）TREND 関数による場合（以下の折れ線グラフ）

ｙ＝－603.20x＋23,210

H31 年 10 月の予想：Y=－－603.20×13＋23,210＝15,368 人

（2）線形回帰モデルによる場合

SUM(LINEST(Q30:W30)*{14,1})

※H19～Ｈ26 のデータによりＨ31（H19 から 13 番目の年）

の予想値を計算 H31 年 10 月の予想：15,368 人

∴ 以上から、新しい調査地点６箇所を加え、さらに何も対策を講じない場合の

平成 31 年の歩行者通行量を推計すると、

15,368 人/日＋2,609 人/日＝17,977 人/日 となる。

①優良建築物等整備事業（うえだ原町一番街商店会地区）

10 階建て（1 階店舗 2～10 階マンション）：36 部屋

本事業により整備される住宅への入居者見込みである 100 人のうち、

上田駅方面へ 4 地点⑪⑨⑦⑤通過し、通勤・通学する者が世帯あたり 1/3

人とする。これにより、共同住宅建設に伴う通行量増加は 2.8×1/3≒

0.93 人。また、それぞれの住宅に戻ると仮定し、

0.93 人×4 箇所×36 部屋≒134 人／日 の増加が見込まれる。

②優良建築物等整備事業（海野町商店街地区）

10 階建て（1 階店舗 2～10 階マンション）：36 部屋

本事業により整備される住宅への入居者見込みである 100 人のうち、

上田駅方面へ 5 地点⑪⑩⑧⑥⑬通過し、通勤・通学する者が世帯あたり

1/3 人とする。

これにより、共同住宅建設に伴う通行量増加は 2.8×1/3≒0.93 人。

また、それぞれの住宅に戻ると仮定し、

0.93 人×5 箇所×36 部屋≒167 人／日の増加が見込まれる。

※ただし上記①②の事業は、午前10時から午後7時の調査時間のため片道のみカウント。

（集合住宅建設に伴う増加）
入居世帯数

（見込含む）

一世帯あたり

通行数
箇所 調査地点№

増加

人数

①優良建築物等整備事業（原町） 100 0.93 人 4 ⑪⑨⑦⑤ 134 人

②優良建築物等整備事業（海野町） 100 0.93 人 5 ⑪⑩⑧⑥⑬ 167 人

合 計 301 人

③史跡上田城跡整備事業等による増加 1200 人/日

ＮＨＫ大河ドラマ放送に合わせ、上田城跡公園周辺の整備を行うことから、現

行の秋の紅葉観光シーズン（10 月下旬～11 月）と同程度の観光バス 10 台以上

の入り込みがあると推定。

バス１台には 40 人乗客があると想定し、このバス 10 台が、街なか（調査地

点 3 箇所程度）を歩くと想定。
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40 人×10 台×3 箇所≒1200 人/日

調査地点：№⑳⑲⑱

④観光交流センター（まちの駅）による増加 1600 人/日

上記③の観光バスの観光客が観光交流センター（まちの駅）も訪れると想定し、

バス 10 台（40 人）が、街なか（調査地点 4 箇所程度）を歩くと想定。

40 人×10 台×4 箇所≒1600 人/日

調査地点：№④②③①

⑤上田城跡周辺駐車場整備による増加 800 人/日

上記③の観光バスの観光客が駐車場から歩くと想定し、

バス 10 台（40 人）が、街なか（調査地点 1 箇所）を往復すると想定。

40 人×10 台×1 箇所×2≒800 人/日

調査地点：往復№○21

⑥子育て中の女性環境整備による増加 480 人/日

今後の施設であるので、あくまで事業主体者の利用予想であるが、

施設利用者約 60 人が街なか（調査地点 4 箇所程度）を往復すると想定。

60 人×4 箇所×2≒480 人/日

調査地点：往復№⑫⑬⑭⑮

⑦コミュニティ施設整備（柳町）による増加 200 人/日

今後の施設であるので、あくまで事業主体者の利用予想であるが、

施設利用者約約 100 人が街なか（調査地点 1 箇所）を往復すると想定。

100 人×1 箇所×2≒200 人/日

調査地点：往復№⑰

⑧交流文化芸術センターによる増加 200 人/日

10 月開館したばかりの施設であるので、あくまで施設管理者の予想であるが、

施設利用者のうち、約 50 人が上田駅から調査地点 2 箇所）を往復すると想定。

50 人×2 箇所×2≒200 人/日

調査地点：往復№⑯⑪

⑨上田市立美術館事業による増加 200 人/日

10 月開館したばかりの施設であるので、あくまで施設管理者の予想であるが、

施設利用者のうち、約 50 人が上田駅から調査地点 2 箇所）を往復すると想定。

50 人×2 箇所×2≒200 人/日

調査地点：往復№⑯⑪

⑩街なか健幸ウォークによる増加 260 人/日

平成 25 年度（4 月～11 月）及び平成 26 年度（４月～8 月）までの 13 箇

月における、「真田十勇士スタンプラリー」参加者総数 3,988 人。

１日平均は、3,988 人÷13 箇月÷30 日≒10 人

ここに、「健康」という付加価値を付けることで２倍の参加者を見込む。

街なか健幸ウォーク参加者 10 人が街なか（調査地点 13 箇所）を歩くと想定。

１０人×2 倍×13 箇所≒260 人/日

調査地点：⑪⑯⑨⑦⑤③①②④⑬⑮⑧⑩
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⑪映画のまちロケ地ツアーによる増加 160 人/日

映画のまちロケ地ツアー参加者 20 人が街なか（調査地点４箇所）を往復する

と想定。20 人×４箇所×２≒160 人/日

調査地点：往復№⑪⑩⑧⑥

⑫近代化産業遺産ツアーによる増加 120 人/日

近代化産業遺産ツアー参加者 20 人が街なか（調査地点 6 箇所）を歩くと想定。

20 人×6 箇所≒120 人/日

調査地点：№⑮⑬⑥⑦⑨⑪

⑬街中等観光ガイドによる増加 600 人/日

街中等観光ガイドにより、約 50 人が街なか（調査地点 6 箇所）を往復すると

想定。50 人×6 箇所×2≒600 人/日

調査地点：往復№⑪⑨⑦⑤⑱⑲

⑭市街地新循環バスによる増加 800 人/日

市街地新循環バス５便により、各約 40 人が街なか（調査地点 2 箇所）を往復

すると想定。40 人×5 便×2 個所×2≒800 人/日

調査地点：往復№④⑥

商店街・回遊の起点 人 台 往復 箇所 通過地点№ 増加人数

③史跡上田城跡整備事業等 40 10 － 3 ⑳⑲⑱ 1200 人

④観光交流センター（まちの駅） 40 10 － 4 ④②③① 1600 人

⑤上田城跡周辺駐車場整備 40 10 － 2 (21)往復 800 人

⑥子育て中の女性環境整備 60 － 2 4 ⑫⑬⑭⑮ 480 人

⑦コミュニティ施設整備（柳町） 100 － 2 1 ⑰ 200 人

⑧交流文化芸術センター 50 － 2 2 ⑯⑪ 200 人

⑨上田市立美術館事業 50 － 2 2 ⑯⑪ 200 人

⑩街なか健幸ウォーク事業 20 － － 13
⑪⑯⑨⑦⑤ ③①②

④⑬⑮⑧⑩
260 人

⑪映画のまちロケ地ツアー事業 20 － 2 4 ⑪⑩⑧⑥ 160 人

⑫近代化産業遺産ツアー事業 20 － － 6 ⑮⑬⑥⑦⑨⑪ 120 人

⑬街中等観光ガイド事業 50 － 2 6 ⑪⑨⑦⑤⑱⑲ 600 人

⑭市街地新循環バス事業 40 5 2 2 ④⑥ 800 人

合計 6620 人

＜目標値の設定＞

平成31年度（推計）

１）近似式による歩行者通行量の推計 17,977人/日

２）街なか居住の促進による歩行者通行量の増加 301人/日

３）活性化事業推進による歩行者通行量の増加 6,620人/日

合計24,898人/日

上記から目標値を24,898人/日≒24,900人/日と設定し、前計画の基準値（平成19

年度）22,135人/日に2,609人/日を加えた数字24,744人/日以上を目指す。
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＜調査地点＞

番号 調査地点

第 ①② 原町一丁目 瀬川園 木村陶器店

第 ③④ 中央一番街北 カワイ あぶかつ

第 ⑤⑥ 中央一番街南 だいこくや 宮沢鰹節店

第 ⑦⑧ 松尾町北 ラブ・ファンファン 藤岡薬局

第 ⑨⑩ 松尾町南 飯島商店 武重ビル

第 ⑪ 駅お城口広場西 よろづや前

第 ⑫⑬ 海野町西 ポケットパーク 丸陽ビル

第 ⑭⑮ 海野町 海野町会館 白井信子美容室

第 ⑯ 天神通り 窪田商店前

第 ⑰ 柳町 森文前

第 ⑱⑲ 観光会館前 観光会館前 二中前

第 ⑳○21 二中坂 二中横 けやき並木入口
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【フォローアップ】

市民、事業者等が連携した活動により地域活力の向上を図る。（域内交流）

：「中心市街地の歩行者通行量」

中心市街地の現況把握のために上田商工会議所において、毎年 10 月（平日（一

日））に行う歩行者通行量調査をもとに、状況の確認並びに事業効果の測定及び検

証を行い、必要に応じて事業を促進するための措置を講じる。

目標３ 地域経済の活性化 （域外交流）

「中心商店街の空き店舗数」

空き店舗は、商店街が戦略的に取組むことで、商店街の特色を活かし、統一感

のある魅力ある商店街に作りにつなぐことが可能になる。

それぞれの商店街のブランド力を高め（域外交流）、中心市街地内の各資源の活

用を図り、中心市街地全体が面として歩きたくなる街、歩いてみたい通りにする。

目標設定の理由

①空き店舗減少は中心市街地活性化には不可欠な要素である。

②客観的な指標である。

③空き店舗数ついては、平成 19 年度から定期的に調査をしておりフォローアップしやす

い指標である。

④４つの商店街振興組合では空き店舗減少のための取組みをしており、PDCA サイクルで

取り組むことが可能である。

目標数値設定の考え方

⑭子育て中の女性がいきいきと働くための環境整備事業による予測
○41テナント出店支援事業

具体的な数値目標

(１)目標：空き店舗数

平成 26 年

３０件

平成 31 年

２７件

推定値（Ｈ31）

４８件

△21 件
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(２)関連事業及び目標数値の根拠

【目標数値の根拠】

（１）平成 21 年度から平成 26 年度までの空き店舗

◆増減原因

【過去５年間の増減数（補助なし）】

・新規閉店・移転 ＋48 件

・新規出店（補助なし）△22 件

・駐車場・一般住宅化 △ ８件

差し引き ＋１８件・・・何もしないと増加する空き店舗数

これにより、何も対策を講じないと、平成 31 年の空き店舗数は、

30 件＋18 件＝48 件 となる。

【関連事業】

（直接的効果）⑭子育て中の女性がいきいきと働くための環境整備事業 △１件

○41テナント出店支援事業（上田市補助金）
過去５年間（H22～H26）の平均件数４件※×5 年間＝ △２０件

・※平均４件≒（Ｈ22：5 件、Ｈ23・4 件、Ｈ24・4 件、Ｈ25・2 件、Ｈ26・7 件）/5 年

（間接的効果）※○25空店舗を活用した食のコミュ二ティスペース・人材育成事業
※○38中心商店街空き店舗活用助成事業、

○40空き店舗情報一元化事業
⑮コミュニティ施設等整備事業（柳町商店街）
・前計画では、

※「○25空き店舗を活用した食のコミュニティスペース・人材育
成事業」では、喫茶飲食担当者が独立開業（ただし中心市街
地以外）した。

※「○38中心商店街空き店舗活用助成事業」は、商店街が空き店
舗を活用し、コミュニティ施設を開設するもので、継続中。

中心市街地空き店舗数の推移（合併後）（商工課） （単位：件）

Ｈ21.5
テナント

補助金

駐車場・一般

住宅へ転換

新規閉店

・移転

新規

出店
Ｈ26.9

27 △15 △8 48 △22 30

Ｈ21.11 Ｈ22.11 Ｈ23.11 Ｈ24.11 Ｈ25.12 Ｈ26.9

原町 8 8 8 8 7 5

海野町 11 4 12 14 13 12

松尾町 5 6 5 8 8 9

天神 3 1 2 2 3 4

合計 27 19 27 32 31 30

Ｈ21.11 Ｈ22.11 Ｈ23.11 Ｈ24.11 Ｈ25.12 Ｈ26.9

系列2 27 19 27 32 31 30 
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30 
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(件）

中心商店街 空き店舗数推移
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以上のことから、平成 31 年の空き店舗数の目標数値を、

何も対策を講じないと増えてしまう 48 件から、２1 件を減少（開店）させ、

27 件以下を目指す。

【フォローアップ】

中心市街地の現況把握のために上田商工会議所において、毎年 10 月に行う空き

店舗調査をもとに、状況の確認並びに事業効果の測定及び検証を行い、必要に応じ

て事業を促進するための措置を講じる。

【空き店舗位置図】： 中心市街地空き店舗状況（H26.10.1 現在）

＜対象範囲：４商店街振興組合地区：うえだ原町一番街、海野町、松尾町、天神＞


